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Ceftezoleの 小 児感染症にた いす る治 療成績
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久留米大学医学部小児科学教室

Cephalosporin系 抗生物質 の中で注射剤 と して現在

市販 されて いる薬 剤にはCephalothin(CET),Cepha1-

oridine(CER)お よびCefazolin(CEZ)が あ り,

CEZは グ ラム 陰性菌に もっ とも抗菌 力があ ることか ら

小児科領域で好んで用 い られて い る。 しか し,グ ラム陰

性 菌に対 しよ りす ぐれた抗菌 力を有す る薬剤 の出現が望

まれていた ところCeftezole(CTZ)がCEZの 類縁

化 合物 の1つ として合成 され,開 発 された。

本 剤は グラム陰性菌 中E.coli,Kl。Pnemmeniae,

Pr.mirabiliSな どにCEZ類 縁 また はそれ以上 の抗菌

力を示 す1)と いわれ,1975年 の第23回 日本化学療 法学

会 総会でその有効性2Iが 論 じられた。

私 たちは本剤を主に呼吸器感染 症に使用 し,そ の効 果

を検討 したのでその成績 を報告す る。

対 象

対象児は1975年3月 か ら10月 までの8か 月間 に当科

あ るいは 関連 病院に 入院 した1生 月か ら11才3カ 月

(Table1)の 急性気管支炎1例,急 性肺炎13例,胸 膜

炎3例,膿 胸1例,化 膿性髄膜炎1例,敗 血 症1例,化

膿性 リンパ節炎3例,蜂 窩織炎3例,尿 路感 染症1例,

計27症 例 に本剤を投与 した(Table2)。

投 与 方 法

3例 の筋注 を除 き,1日 量50～200mg/kg,平 均100

mg/kg,分4,4～42日,平 均12日 間oneshot静 注

を行 なった。 なお 全例 とも 他剤 の併用 は 行な っていな

い◇

菌 検 索

呼吸器感染症例では本剤投与前 にす べて咽頭ぬ ぐい液

の好気性培養を行 ない,胸 膜 炎 お よび 膿胸例 では 穿刺

液,化 膿性髄膜炎お よび敗血 症例 は髄 液お よび血 液,リ

ンパ節炎お よび蜂窩織炎例 では穿 刺液を好気 および嫌気

性下で培養 し,尿 路感染症 では外 陰部消毒後 の中間尿に

つ き混釈培養を実施 したが,陰 性例 は?と 記 した。

効 果 判 定 基 準

各種細 菌感染症にた いす る化学 療法剤の効果判定は諸

家に よってまち まちで一定化 され ていない ことか ら,つ ・

ぎの よ うな判定基 準で本剤 の効果 をみたが,今 回は 明確(

に 原因菌 とした症例 数が少ない ことか ら,本 剤投与中に

菌陰性 化がみ られた場 合有効(+),消 失 しなか った場合

無効(一)と したが総合的 な検討は除外 した。

著効(升):本 剤投与 中に 自覚症状 の消失,他 覚的所見

の正常 化,原 因菌が分離 された場合 にはその陰性化 .

がみ られた もの。

有効(+):前 記3項 目中1項 目で も 改善あ るいは 消

失,正 常化,陰 性化がみ られ た もの。

無効(一):以 上 に該当 しない もの。

臨 床 成 績

1.急 性気管支炎

咽頭か らβ-haemolytic streptococciが 検出 され,白

血球数12,600,CRP(〓)の11生 月,男 児 の1例(症

例11)で,1日 量,70mg/kg,分4, one shot静 注

開始 に よ り1日 で 咳噺は消失 した が,喘 鳴,胸 部 の ラ音

は4日 間の加療 中消退はみ られず,本 剤 投与中止後,白

血 球数,CRPは 検査 していないが 胸部 レ線所見は改善

され 有効であ った 。

2. 急性 肺炎

1) 筋 注例

10才2カ 月(症 例8)の 女児で咽頭か らは病原 とな り

うる菌は分離 されず,1日 量70mg/kg,分4で,投 与

開始4日 後解熱,咳 嗽7日,喀 疾2日,胸 部 ラ音は8日

Table 1 Age and sex of patients
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で消退,15日 間の投与で胸部 レ線所 見は正常化 し,経 過

中 白血球数は正常であ ったが,本 剤投 与前血沈1時 間値

:38mm,CRP(冊)が 投与終了時赤沈正常 化,CRPは

8日 で陰性 を示 し,著 効であ った。

2) Oneshot静 注例

8カ 月 か ら9才2カ 月 の12例 に1日 量50～110

(mg/kg,平 均90mg/kgを 分4で,5日 か ら42日,

平均13日 間使用 した ところ,本 剤投与 開始時 全例有熱

児 であったが症例22を 除 き11例 は1～7日,平 均4日

で解 熱 した。咳嗽は1～9日,平 均5日 で消退 したが,

症例12と 解熱のみ られ な か っ た 症例22は 不変であ っ

た。 胸部 の 聴診所見 と しては 呼吸音減弱 が症例1,13

お よび21に 認 め られ 本剤 投与に よ り各 々11,6,6日

に正常 に復 し,ラ 音を有 した症例は11例 で,症 例4,5

および22を 除(き8例 は1～13日,平 均6日 で 消退 し

た。胸部 レ線所見 では肺炎像消失が5例,改 善6例,症

例22は まった く不変 で他剤 に変更 した。 白血 球数では

投与前 と 投与 中あ るいは 投与中止後に 測定 した 症例は

11例 で,投 与 開始時 正常域 が5例,症 例13お よび23は

投与前各 々18,100,10,900か ら7,900,6,800へ と正常

化,症 例4,12は 投与前21,700,15,900か ら投与中止

後11,500,9,500へ,症 例21は16,100か ら投与開始

3日 後 に10,400へ と改善,症 例20は 本剤投 与3日 後の

測 定であ ったが12,000か ら17,3COへ と増多 が み ら れ

た。赤沈は症例2,11,13,16,17,お よび25を 除 き

投与前,投 与中 または投与後 に1時 間値が測定 され,症

例23お よび26は 本剤投与前各 々82,27mmか ら中止

後12,6mm,症 例12は29mmか ら本剤投与 開始3日

後12mmへ と正常化,症 例4,5,14,21は 各 々34,

58,90,39mmか ら32,38,38,31mmへ と改 善,

症例1お よび22は 各 々34,42mmか ら38,48mm

へ と充進 がみ られた。CRPで は9例 に測定 され,症 例

20は 投 与前,後 ともに(-)で,症 例1,2,4,12,

21,23は 投与中お よび 投与 中止後 に各 々(〓),(〓),

(〓),(〓),(+),(+)か ら(-)に な り,症 例13お

よび26は(升)か ら(+)へ と改善 され,著 効1,有 効

10,無 効1例 で あった 。細菌 か らみ ると12例 中5例 の

咽 頭か ら β-haemoiytic streptococciが 分 離 されたが,

本菌を原 因菌 とす る確証 はな く,ま たそ の後 に菌 の消長

と症状 との関係 の追 求を行 なっていない ことか ら,細 菌

学 的効果は不明であ った。

3. 胸膜炎

症例7,9お よび17の3例 で,す べ てone shot静

注 で本剤 の投与を行な った。 症例7は12病 日よ り1日

量90mg/kg,分4で 投与開始,投 与時発 熱はみ られ な

か ったが,咳 嗽 は本剤投与開始後3日 で消退,呼 吸音減

弱は5日 で,胸 部 レ線所見は7日 で正常 に復 し,白 血球

数は経過 中正常 を示 したが,赤 沈 は1時 間値31か ら17

mm,CRPは(+)か ら(-)へ と正 常化 し著効。症例

9は13病 日よ り1日 量100m9/kg,分4で 投与,症 例

7と 同 じ く本剤 投与時発熱 は なか ったが,咳 嗽 お よび

ラ音は2日 で 消失,胸 部 レ線所見 は 改 善,白 血球数 は

32,500か ら13,700へ と減少 し有効 。 症例17は20病 日

よ り1日 量100mg/kg,分4で 投 与開始 した ところ,

1日 で解熱,咳 嗽は1日 で消失,呼 吸音減弱は5日 で正

常 化,白 血球数 は 経過中正常域 であったが,CRPは

(+)か ら(-)に な り著効を示 した 。なお細菌学的 に

は胸腔 穿刺液か ら起 炎菌は検出 されず,効 果 をみ ること

はで きなか った。

4. 膿 胸

8生 月の女児(症 例15)で 発熱,咳 嗽 があ り5病 日よ

り呼 吸困難出現,諸 抗生剤 の 投与を うけ たが 改 善 され

ず,16病 日よ り110mg/kg,分4, one shot静 注を

行 なった ところ,2日 で解 熱,咳 嗽は投与期 間中消失 し

なか ったが,呼 吸 困難 は1日 で改善 され,胸 部の呼吸音

減 弱は7日,ラ 音は4日 で消退,胸 部 の陰影 は28日 間

の投 与で軽度の陰影を残す までに回復 した。検 査所見で

は白血 球数は投与前15,800か ら14日 で5,300,赤 沈は

1時 間値84か ら16mm,CRPは(柵)か ら(+),投

与 中止 後(-)に な り有効 であ ったが,胸 腔 穿刺液か ら

は起炎菌 は 分離 されず,菌 か らみた 効果 は 不明であ っ

た。

5. 化膿性髄 膜炎

2才3カ 月の男児(症 例25)で,発 熱,咳 嗽,悪 心お

よび 嘔吐 があ り,14病 日入院,末 梢血 の白血球 数は,

11,300,髄 液 所見は蛋 白400mg/dl,糖25mg/dl,細

胞数1,200/3で 経過 中種 々の抗生剤 療法を うけ ている こ

とも原 因して起 炎菌 は検出 されず,1日 量200mg/kg,

分4,one shot静 注で投与を行 なったが前記症状は改

善 されず,投 与 開始3日 で 白血球数 は36,000と 著明 に

増 多,5日 に は 髄液 の蛋白は400mg/dl以 上,糖25

mg/dl,細 胞数は4,317/3と 増加 がみ られ 同病 日死亡

し,効 果 は無効で あった。

6. 敗血 症

1生 月の患児(症 例16)で,発 熱,右 眼険か ら頬部に

かけ ての発 赤,腫 脹を きた し5病 日に入院,血 液 培養で

Staph. aureusが 検 出され,右 上顎洞炎を原発 巣 とす る

敗血 症 と診断 し,1日 量100mg/kg,分4, one shot

静注 で投与 した ところ3日 に 自潰,排 膿 がみ られ発赤,

腫脹 は軽減 したが本剤 に よる効果 とは いいがた く,投 与
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期間 中解 熱はみ られ な か っ た。白血球数 は投与開始時

19,300か ら9日 に25,000,CRPは(帯)か ら(冊),

(帯)と 改善 されず,血 液か ら 起 炎菌の陰性化 はみ られ

ず,そ の効果 は無効 で,他 剤に変更 した。

7.化 膿 性 リンパ節炎

症例3は 左頸部 の腫ル瘤に続いて発熱 出現 し,起 炎菌は

検 出され なか ったが,21病 日よ り1日 量60mg/kg,分

4,one shot静 注で11日 間投与 した ところ,正 常体

温 には復 さなか ったが,解 熱傾向がみ られ,発 熱,圧 痛

は 各 々6,7日 で 消退,腫 瘤 の縮小が み られ,白 血球数

は28,000か ら 投与 中止後8日 目の 測定 であ るが3,100

と著 明に減少,赤 沈10mmか ら投 与中止3日 に28mm

へ と充進,CRPは(〓)が(-)に な り効果は有効で あ

った。

症例10は 左頸部の腫瘤 出現後8日 か ら発 熱を きた し,

9日 に入院,病 巣部か らStaph. aareusが 分離 され,

同 日よ り1日 量60mg/kg,分4の 筋注を行 なった とこ

ろ翌 日に解熱,3日 で発赤,疹 痛 お よび腫脹は 消退,入

院時の末梢血 白血球数22,400,赤 沈48mm,CRPは

(〓)で,そ の後 の検査 は実施 していないが,症 状か ら

は著効 を呈 した。

症例19は 発熱後7日 に 左腋窩部 の腫 瘤に気づ き,起

炎菌 は分離で きなか ったが,1日 量100mg/kg,分4,

one shot静 注 で,投 与開始後1日 に 解 熱,発 赤お よ

び 圧痛は5日,腫 瘤は9日 で消退,白 血 球数は21,500

か ら9日 後に8,400,赤 沈 は70mmか ら10mmへ と

正常化,CRPは(冊)か ら(-)を 示 し著効であ う

た。

8. 蜂窩織炎

症例18は 水痘回復期 再度発 熱を きた し 右顔面の腫脹

出現,穿 刺液か らStaph. aecreusが 分離 され,6病 臼

よ り1日 量100mg/kg,分4,one shot静 注を開始

した と ころ,4日 で発赤,腫 脹は軽減,5日 間の投与で

は完 治 しなか った。 白血 球数は 投与前13,200で その後

の追求は なされなか ったが,赤 沈 は44mmか ら投 与5

日後に11mmと 正常 化,CRPは(〓)か ら(十)へ

と改善 され有 効であ った。

症例24は 発 熱出現せず,左 上腕の発赤,腫 脹 お よび

疹痛を きた し,4病 日よ り1日 量50mg/kg,分1で 筋

注 を行な った と ころ,4日 で発赤,腫 脹お よび疹痛 は消

退,白 血球数 は入院時42,500,赤 沈14mm,CRP(-)

であ ったが,そ の後 の チ ェックは なされず,症 状か らの

みの判定で あるが著効を呈 した。

症例27は 左 大腿 部の腫瘤 に気づ き,発 赤,疹 痛出現,

そ の後発熱を きた し,穿 刺液か らStaph.aueusを 分

離,9病 日よ り1日 量90mg/kg,分1,one shot静

注 を開始,5日 で解熱,発 赤,腫 脹,疹 痛は9,11,7

日で消退 し,硬 結 を残す のみ とな った。白血 球数は投与

開始時14,500か ら 投 与中止1日 後で8,000,赤 沈28

mmか ら16mm,CRPで は(〓)か ら(-)と 正常

化 し著効 を呈 した。

9. 尿路感染症

E. coliを 起因菌 とす る10生 月の男 児例(症 例6)

で,発 熱 と乏尿 が持続 し37病 日よ り1日 量60mg/kg,

分4のone shot静 注を行 なったが,6日 の投与期間中

解熱は な く,乏 尿 も改善 されず,尿 沈渣 では投与開始前

赤血球1～2個,白 血球4～5個 で,投 与 開始後は チエ

ックが なされ ていない。 しか し尿菌数 は106/ml以 上か

ら4.0×104/mlへ と減 少がみ られたが 有意 の減少 とは

とれ ず無効であ った、

以上を総合的 にみ る と本剤の効果は著効8例,30%,

有 効15例,55%,無 効4例,15%,有 効率85%と 高率

で,起 炎菌別にみ ると 急性気管支炎 および 急性肺炎 の

14症 例 中6例 の咽頭か ら β-haemolytic streptococci

Table 3 Clinical effects of CTZ

Table 4 Clinical effects of CTZ classified 

by bacteria
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が分離 され たが,本 菌を起炎菌 とす る確 証はない ことか

ら参考 にとどめるが,す べ て有効を示 し,Slapk. aurems

を起炎菌 とす る敗 血症の1例 は無効,化 膿 性 リンパ節炎

の1例 は著効,蜂 窩織炎 の2例 は著効,有 効,B. coli

を起炎菌 とす る 尿路感染症は 無効で,全 例 でみ ると11

例 中著効2,有 効7,無 効2例 で,有 効率 は82%で あ

った(Table3, 4)。

薬剤感受性試 験

本剤投与例 の咽頭,血 液,膿 お よび 尿か ら 分 離 した

β-haemoiytic steptocooci 8株,Staph. mreus 4株,

E. coli 1株 につ き本剤 とほぼ類似の抗菌 スペ ク トラム,

抗菌力を有す るCEZの3濃 度感 受性disc法 の感 受性

試験では,β-haemolntic streptococciの8株 はすべて

(〓),StaPh. auremsの4株 中3株 は(〓).1株 は

(〓),E. coliの1株 は(-)で あった｡

副 作 用

経 口化学療法 剤は少なか らず 胃腸障害 を きたす例を経

験す るが,投 与法が筋注お よび静注 である ことも原因 し

てか まった く訴えはなか った。 しか しone shot静 注

時,症 例1お よび4の2例 に血管 痛が出現 したが投与中

止す る こともな く,本 剤の投与開始後2～3日 に一過性

に全身に奪 麻疹様発疹が散在性 に症例20お よび23の2

例にみ られたが,本 剤を 中止す る こともな く消失 し,治

療を続 行 した。

臨床検査中末梢血への 影響 と して 赤血 球数,Hb, Ht

および 白血球数,肝,腎 へ の影響 としてGOT, GPT

(Reitman-Frankel法), A1-P(Kind-King法), BUN

(Diacetyl monoxime法)お よびCreatinine (Folin-

Wu法 変法 百瀬 法)の 検査を行な った(Table5)。

1. 赤 血球数

18例 について投与前,投 与 開始 後2～46日,平 均13

日に 測定 したが,著 明 な 減少 はみ られず 投与前270～

547×104,平 均438×104か ら投与開始後273～569×104,

平均429×104で あ った。

2. Hb

16例 に投与前,投 与開始2～46日,平 均14日 に測定

を行なっ た と こ ろ,急 性肺炎 の症例14に 投与前13.8

g/dlか ら投与開始後15日 に9.0g/d1へ の減少がみ ら

れたが,全 体では投与前7.8～15.4,-平 均12.3g/dlか

ら,投 与後7.5～13.5,平 均11.5g/dlで あ った。

3. Ht

8例 に投与前,投 与開始後3～30日,平 均7日 に測

定 したところ,化 膿性髄膜 炎の症例25に36.0%か ら投

与開始後3日 で48.7%へ 急上昇 がみ られたが,著 明な

減少例 はな く,投 与前29.0～45.0,平 均37.8%か ら投

与開始後35.0～48.7,平 均38.8%で あった。

4. 白血球数

22例 に投与前,投 与開始後3～35日,平 均13日 に測

定 を行な ったが,本 剤投与前10,000以 下 が8例 あ り,

化膿性髄 膜炎 の症例25は11.300か ら投与開始3日 後に

36,000と 著明に 上昇 し死 亡,本 剤の 無効例 であった。

減少例 としては左頸部化膿性 リンパ節炎 の症例3に 投与

前28,000か ら 本剤投 与開始 後13日 に3,100,17日 に

3,000と 著明に減少 した が,好 中球は各 々50,60%で,

投与前24,000～32,500,平 均13,600,投 与後3,100～

36,000,平 均9,900で あった。

5. GOT

21例 に投与前,投 与開始後5～35日,平 均11日 に検査

を行 なった ところ 症 例6に 投与前70単 位か ら 投与開始

後5日 に124単 位,症 例13に 投与前34単 位 か ら投与 開

始 後30日 に60単 位,症 例16に 投 与前33単 位か ら投 与

開始後9日70単 位,16日 後195単 位 と3例 に 異常上

昇,症 例18に 投 与前30単 位か ら投 与開始後5日45単

位 と軽度 上昇 がみ られ,投 与前21～255,平 均46単 位,

投与後16～195,平 均46単 位で あった。

6. GPT

GOTを 測定 した 同一21症 例 に 投与前,投 与 開始 後

5～35日,平 均11日 に検査を実施 したが,GOT上 昇

の症例16の みに投与前30単 位 か ら投与開始後9,16日

に各 々33,84単 位へ の上昇 がみ られ,投 与前12～64,

平均22単 位,投 与後7～84,平 均21単 位で あった。

7. Al-P

16例 に投与前,投 与 開始 後3～30日,平 均9日 に検

査を行 なった ところ,症 例24に 投与開始前26.7単 位 か

ら投与 開始後8日 に38.0単 位への 上昇が あ り,投 与前

6.8～29.6,平 均17.4単 位,投 与開始後3.6～38.0,平

均16.7単 位 であ った。

8. BUN

17例 に投与前,投 与 開始後5～30H,平 均11日 に検

査 を行な ったが,異 常上 昇例 はな く,投 与 中54mg/dl

の値 を示 した症例25は 投与後21mg/d1に 低下 し,む

しろ改善 した。 投与前4.5～17.5,平 均10.1mg/dl,

投与開始後7.5～14.5,平 均10.1mg/dlと 同値を示 し

た 。

9. Creatinine

わずか4例 であ るが 投与前,投 与開始後5～15日,

平均9日 に検査 を実施,異 常値を示 した例 はな く,投 与

前0.8～1.0,平 均0.9mg/dl,投 与開始後0.6～0.8,

平 均0.8mg/dlで あ った。
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考 按

CTZはCEZに 抗菌 スペ ク トラムお よび抗菌 力は類

似 してい るが,血 中の半減期は早 く,各 組織へ の移行 は

CERと 同程 度であ り,CEZと 体内動態 でや や異な る

点を有 してい る.私 た ちは1975年3月 か ら8カ 月間の

細菌感染 症27例 に本剤を筋注では1日 量50～70,平 均

60mg/kg,分4で3例 に,one shot静 注では50～

200,平 均100mg/kg,分4で24例 に投与を行ない,

Table 5 Laboratory findings before and after CTZ administration
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臨 床効果を 検討 し,副 作用 と して 末 梢血の 赤血球数,

Hb, Htお よび 白血球数 の変 動,肝,腎 への影響 と して

GOT, GPT, A1-P, BUNお よびCreatinineの 測定

を実施 した。

本剤 の各種疾患 にたいす る効果は急性気管支炎 の1例

は有効,急 性肺 炎の13例 は著効2,有 効10,無 効1例

で,有 効率 は92%と 高 く,胸 膜 炎の3例 には著効2,

有効1例,膿 胸 の1例 は有効 で,呼 吸器感染症 にはす ぐ

れた効果 を示 した。化膿性髄膜 炎お よび敗血症 の1例 は

無効,化 膿 性 リンパ節炎 の3例 は著効,有 効各 々2,1
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例,蜂 窩織炎 の3例 も著効,有 効各 々2,1例,尿 路感

染 症の1例 は 無効 で,全 例の効果をみ る と 著効8例30

%,有 効15例55%,無 効4例15%,有 効率 は85%と

高率で あった 。

27症 例 中急性気管支炎 お よび 急性肺炎 の14症 例 の咽

頭か ら6例 に β-haemolytic streptococciが 分離 され

た が 本 菌を起炎菌 とす る 確証は な く,参 考 に とどめ る

が,す べて有効を示 し,Staph.a%rmsを 起 炎菌 とす る

敗血 症の1例 は無効,化 膿 性 リンパ節炎 の1例 は著効,

蜂窩 織炎の2例 は各 々著 効,有 効で,E. coliを 起炎菌

とす る尿路感染症 の1例 は無効,全 例 でみ ると11例 中

著効2,有 効7,無 効2例 で,有 効率は82%で あ った。

本剤 の薬剤感受性は実施 していないが,類 似 薬剤であ

るCEZの3濃 度disc法 に よる8株 の β-haemolytic

streptococciに た いす る 感 受性は 全株(帯),Staph

aureus1株 中3株 は(帯),1株 は(〓),E. coliの

1株 は(-)で あ った。

副作用 と しては24例 のone shot静 注例 中2例 が血

管痛を訴 え,本 剤の投与開始後2～3日 に全身 に散 在性

に奪麻疹様発 疹の出現が2例 に認 め られたが,い ずれ も

本剤を 中止す るにはいた らなか った。末梢血へ の影響 と

して赤血 球数,Hb,Htお よび白血 球数を各 々18,16,8,

22例 に投与前,投 与 開始 後平均13,14,7お よび13日

に 測定 した ところ,赤 血 球数の 著明 な 減少 はなか った

が,Hbで 急性 肺炎の1例 に13.8か ら9.0mg/dlへ 減

少 し,こ れ は感染症に起 因す る低 色素性の もの と思われ

た。Htで は 化膿性髄膜 炎例 に36.0か ら投 与開始3日

に18.7%へ の 上昇がみ られ たが,死 期に近づ いてお り

本剤 による影響であ るとは いいがた く,著 明 な減 少例は

なか った。 白血 球数では左頸部化膿 性 リンパ節炎 の1例

に28,000か ら投与開始後13日3,100,17日3,000と 著

明 な減 少がみ られ,本 剤 に よるもの と思えた が,好 中球

は各 々50,60%と 正常域を示 した。

肝,腎 へ の影響 としてGOT, GPT, A1-P, BUNお

よびCreatinineを 各 々投与前,投 与開始後 平均各 々

11日,11日,9日,11日,9日 に21例,21例,16例,

17例,5例 につ き測定 した ところGOTの3例 に70か

ら124,31か ら60,33か ら70,195単 位 への上昇がみ

られた。 この うち3例 目は敗血症であ ることか ら本剤 の

影 響の有無は不明 であるが他 の2例 は本剤の影響が疑わ

れ る。GPTで はGOTと 同 じ敗血症例に30か ら33,

81単 位 への 上昇がみ られた が 他 は 正常域 の変動を呈 し

た 。A1-Pで は筋注 の1例 に26.7か ら38.0単 位へ軽

度 上昇 したがGOTお よびGPTの 上昇はみ られず,

明 らかに 本剤に よる もの と は い え ず,BUNお よび

Creatinineで は異常値を示 した例は なか った。

ま と め

CTZを 小児 感染症中急性気管支炎,急 性肺炎,化 膿

性髄 膜炎,敗 血症,化 膿性 リンパ節炎,蜂 窩織炎お よび

尿路感 染症の27症 例に投 与 し,そ の臨 床効果お よび 副

作用 につ いて検討 した。

本 剤を3例 に1日 量50～70,平 均60mg/kg,分4,

平 均10日 間 筋注,24例 に50～200,平 均100mg/kg,

分4,平 均12日 間one shot静 注を行なった ところ著

効30%,有 効55%,無 効15%,有 効率は85%で あ っ

た 。 これを細 菌が検出 された11例 につ いてみ ると,β-

haemolytic streprococciの 分離 された6例 には全例有

効,Staph. aureusの4例 は著効2,有 効1,無 効1例,

E. coliの1例 は無効 であった。

CEZの3濃 度disc法 での薬剤感受性はβ-haemo1ytic

streptococciの8株 は全例(〓),StaPh.aimmの4

株 中3株(〓),1株 は(〓),E.coliの1株 は(-)で

あった。

副作用 としてはone shot静 注時血管痛2例,一 過性

の慧麻 疹様発疹出現2例,白 血 球数減少1例,GOTお

よびGPTの 影響す る 敗 血症の1例 を除 くと 両検査中

GOTの み2例 に異常上 昇を きた し,Al-Pに1例 軽度

上昇がみ られたが本剤に よるとは いいがた くBUNお よ

びCreatinineの 異常値を示 した例 はなか った。

以上 か ら本剤はCEZと 同 じ く小児各種細菌感染症に

た い し有 用な薬剤 といえ る。
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CLINICAL EFFECT OF CEFTEZOLE IN PEDIATRIC 

PATIENTS WITH INFECTIONS 

TAKASHI MOTOHIRO, KAORU TOMINAGA, KOJI ISHIMOTO, HIROSHI MATSUO, 
TETSUYA NAKAJIMA, JIHEI TANAKA, TORU NISHIYAMA and FUMIO YAMASHITA 

Department of Pediatrics, Faculty of Medicine, Kurume University

Ceftezole (CTZ) was given to 27 pediatric patients with acute bronchitis
, acute pneumonia, pulurent meningitis, 

septicemia, pulurent lymphagitis, phlegmon and urinary tract infection
, and its clinical effect and side effects were 

investigated. 

CTZ was given intramuscularly to 3 patients in daily doses of 50•`70 mg/kg (mean: 60 mg/kg) in 4 

divided portions for an average of 10 days and by one-shot intravenous injection to 24 patients in daily doses of 

50/200 mg/kg (mean: 100 mg/kg) in 4 divided portions for an average of 12 days . Of the total patients, 

response was marked in 30%; moderate in 55%; and 15% failed to respond . The effectiveness rate was 85%. 

Clinical isolates were obtained from 11 patients: all six with ƒÀ-haemolytic streptococci responded moderately; 

of the 4 with Staph. aureus, one responded moderately and one failed to respond; and the one patient with E . coli 

failed to respond. 

The sensitivity of these organisms to cefazolin (CEZ) was determined by paper disc method: 8 strains of

β-haemolytic  streptococci showed 3 pluses (+++); of the 4 strains of Staph. aureus, 3 showed 3 pluses (+++) and

one, 2 pluses (++); and one strain of E. coli showed one minus (-). 
With CTZ, the following side effects developed: vascular pain at the time of one-shot intravenous injection 

in 2 patients; transient urticaria-like rash in 2; leukopenia in one; abnormally increased GOT values in only 2 
(though one more patient with septicemia .also showed both increased GOT and GPT values, these findings were 
due to septicemia but not due to the drug); a slight increase of A 1-P in one . No abnormal BUN and creatinine 
values were noted. 

From the above clinical results it is apparent that CTZ, like CEZ , is a useful antibiotic for treating pediatric 
patients with various kinds of bacterial infections.


